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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 10,036 -1.71 -0.41 4,047 -0.66 -0.41

東 部 地 区 14,351 -0.01 0.18 5,560 1.36 0.36

西 部 地 区 10,780 0.47 0.39 3,927 2.82 1.05

駅 南 地 区 6,423 0.50 0.32 2,614 1.08 0.53

半 田 地 区 3,511 1.18 -0.28 1,278 2.98 -0.23

横 山 地 区 5,696 0.81 0.28 1,854 2.43 0.59

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,941 0.37 -0.05 2,323 0.78 -0.47

荒 浜 地 区 5,280 0.30 -0.17 2,019 2.27 -0.29

そ の 他 地 区 21,796 -1.52 -0.33 7,219 -0.59 -0.44

西 山 町 地 区 6,569 -2.02 -0.10 2,152 -1.19 -0.37

高 柳 町 地 区 2,088 -4.04 -0.33 856 -2.50 -0.11

柏 崎 市 計 93,471 -0.56 -0.05 33,849 0.70 0.02

刈 羽 村 4,991 -0.25 -0.06 1,513 0.93 -0.19

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,654 -1.66 0.03 2,150 -0.09 -0.04

出 雲 崎 町 5,384 -1.66 -0.11 1,826 -0.54 0.00

合        計 110,500 -0.66 -0.04 39,338 0.61 0.01

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 1,107 -6.81 -8.58

月 間 有 効 求 職 者 1,064 -17.45 -7.79

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.04 0.93 0.12* -0.07* -0.01* 0.03*

*印は差し引き計算

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続き全ての市町村・地区で下回り、全体で７４４人、０．６
６％の減少となっている。なお、市町村・地区別では柏崎市が５２７人、０．５６％、刈羽村が１３人、
０．２５％、小国地区（長岡市）が１１３人、１．６６％、出雲崎町が９１人、１．６６％とそれぞれ減少
している。
　また、前月比においても、柏崎市が４７人、０．０５％、刈羽村が３人、０．０６％、出雲崎町が６人、
０．１１％と減少していることから、全体では５４人、０．０４％の減少となっている。
　一方、世帯数は前年同月比で柏崎市が２３７世帯、０．７０％、刈羽村が１４世帯、０．９３％と増加し
たことから、全体では２３９世帯、０．６１％の増加となった。
　また、前月比においても、柏崎市が８世帯、０．０２％と増加したことで、全体では４世帯、０．０１％
の増加となっている。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各町村）
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【単位 ：　人、倍、％】

新潟県柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

  景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを除く常用）
では月間有効求人数が１，１０７人と前年同月比で８１人、６．８１％の減少、前月比でも１０４人、８.
５８％と減少している。
　一方、月間有効求職者数は１，０６４人と前年同月比で２２５人、１７.４５％の大幅な減少となり、前
月比でも９０人、７.７９％の減少となっている。
　以上の結果、月間有効求人倍率は１．０４倍と前年同月比で０．１２ポイント上回ったものの、前月比で
は０．０１ポイント下回り、県平均０．９３倍に対しては０．１１ポイン上回っている。
　また、新規求人・求職状況（パートを除く常用）は、月間新規求人数が３４１人と前年同月比で１５１
人、３０．６９％の大幅な減少、月間新規求職者数も２５２人と前年同月比で８１人、２４．３２％と大幅
に減少した結果、月間新規求人倍率は１．３５倍と前年同月１．４８倍を０．１３ポイント下回っている。



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 7 -19 -17 93 -53

共 同 住 宅 1 0 -1 7 5

事 務 所 1 1 0 3 1

作 業 所 ・ 工 場 1 -2 -1 10 0

営 業 建 物 2 0 -5 13 -2

公 共 建 物 0 -1 0 1 -4

そ の 他 1 -5 -16 41 -23

合       計 13 -26 -40 168 -76

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 64,680 0.22 -0.06 14,718 -5.22 -1.76

電 力 12,283 -2.57 -0.21 43,250 -13.98 -10.30

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 968,385 -7.03 -23.83 715,706 -2.94 -5.08

営 業 用 172,660 -22.47 -16.72 122,333 -10.42 -9.04

工 場 用 452,910 -19.57 -15.05 121,769 -24.99 -22.95

官 公 学 校 用 211,712 -42.05 -17.25 73,188 -31.37 -24.19

そ の 他 1,760 373.11 2156.41

合       計 1,805,667 -17.65 -20.37 1,034,756 -9.49 -9.48

当　月　の　申　請

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で１４３口、０．２２％の増加となったものの、前月比では４５口、０．
０６％の減少となった。一方、電力では前年同月比で３２５口、２．５７％の減少、前月比でも２７口、
０．２１％の減少となっている。
　使用量においては、「新潟県中越沖地震」の影響から、電灯が前年同月比で８１２千kwh、５．２２％の
減少、前月比でも２６５千kwh、１．７６％と減少している。一方、電力においても前年同月比で７，０３
２千kwh、１３．９８％、前月比でも４，９６７千kwh、１０．３０％と共に二桁台の減少率を示している。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

平成19年7月の累計

　建築確認申請の状況は、「新潟県中越沖地震」の影響から、当月申請合計が前年同月比で２６件、前月比
でも４０件の大幅な減少となり、工種全体では１３件の申請となっている。工種別内訳の主な増減をみる
と、前年同月比では一般住宅（併用）で１９件の大幅な減少、前月比でも一般住宅（併用）で１７件、その
他で１６件と大幅に減少している。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が８件、増築が４件、改築が１件となっており、一般住宅（併用）に
おける市内・市外施工業者別確認件数については、市内施工業者が６件（うち新築３件、増築２件、改築１
件）、市外施工業者が１件（うち新築１件）となった。

　柏崎地域のガス供給量は、「新潟県中越沖地震」で全市域的に供給ストップした影響から、用途全体では
前年同月比で３８７，１８２㎥、１７．６５％、前月比でも４６２，０８５㎥、２０．３７％と大幅な減少
となった。また、用途別内訳を見ても、前年同月比、前月比共に全ての用途で二桁台の大幅な減少率を示し
ている。
　一方、水道給水量も同様に、用途全体では前年同月比で１０８，５７２㎥、９．４９％、前月比でも１０
８，４４８㎥、９．４８％と大幅に減少しており、用途別においても、その他を除く全ての用途で大幅な減
少となっている。

【単位 ： 　件】



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 124,074 48.75 66.24 89,548 1.74 14.35

西 山 92,470 113.32 134.49 97,512 142.51 176.79

米 山 48,033 82.28 128.46 57,540 138.97 200.37

合 計 264,577 72.80 95.85 244,600 60.60 84.33

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 333,340 0.57 -0.86 136,923 0.19 -0.67

平 残 330,196 -0.65 -1.27 135,912 0.40 0.34

８．市内手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 5,860 -1.46 21.19

交 換 金 額 5,285 19.17 67.22

不 渡 り 手 形 枚 数 0 0.00 0.00

不 渡 り 手 形 金 額 0 0.00 0.00

【単位 ：　台、％】

（資料出所 ： 柏崎手形交換所）

（資料出所 ： 道路公団金沢管理局上越管理事務所）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、「新潟県中越沖地震」による市外からの支援活動
等が高速道路を利用したことから、入口が全体では前年同月比で１１１，４７２台、７２．８０％、前月比
でも１２９，４８６台、９５．８５％とそれぞれ大幅な増加となっている。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で９２，３０２台、６０．６０％、前月比でも１１１，９０
８台、８４．３３％の大幅な増加となった。
　インター別の内訳を見ると、全てのインターの出入口で前年同月比、前月比共に大幅に増加しており、特
に出口制限を受けた柏崎インターを除く西山・米山インターでは三桁台の増加率を示している。

  預金は、末残が前年同月比で１，８９３百万円、０．５７％の増加となったものの、前月比では２，９２
０百万円、０．８６％の減少となった。また、平残においては前年同月比で２，１６８百万円、０．６５％
の減少、前月比でも４，２６０百万円、１．２７％の減少となっている。
　一方、貸出金は末残が前年同月比で２６２百万円、０．１９％の増加となったが、前月比では９２９百万
円、０．６７％の減少となり、平残においては前年同月比で５５１百万円、０．４０％の増加、前月比でも
４６１百万円、０．３４％と増加している。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

　柏崎市内の手形交換高は、交換枚数が前年同月比で８７枚、１．４６％の減少、前月比では前月末日の休
日要因から１，０２５枚、２１．１９％と大幅な増加となっている。また、交換金額は前年同月比で８５０
百万円、１９．１７％、前月比でも２，１２５百万円、６７．２２％と大幅な増加となった。なお、不渡手
形は３カ月連続で発生していない。
　当月の法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産は４件（前年同月４件、前月５件）、負
債総額３６億円（同２８億円、同３６億円）、１件当たりの負債額９億円（同７億円、同７億円）となって
いる。
　県内地区別では下越地区２件（新潟市１件、燕市１件）、上越地区２件（上越市１件、糸魚川市１件）、
中越地区は発生していてない。業種別は販売業１件、サービス業・その他３件で、倒産原因別の状況は販売
不振３件、その他１件となっている。
　県内企業倒産は、大型倒産（負債１０億円以上）が２件、負債総額３３億円発生している。倒産全体では
前年同月比で件数は同数、負債総額７億円の増加となったが、前月比では１件の減少、負債総額は同額と
なっている。
　「新潟県中越沖地震」により、旅館・ホテルなどの観光業では風評被害からキャンセルが相次いでいるな
ど、地震による影響が懸念される。三年前の「新潟県中越地震」では、地震による影響から法的整理となっ
た倒産は、サービス業・販売業合計で７件発生しているが、今回の地震による影響は現時点では不透明では
あるものの、今後の動向については、より一層慎重な見方が必要であろう。

入　     口 出　     口


